
限界集落 
 
過疎化などで人口の５０％以上が６５歳以上の高齢者になって冠婚葬祭など社

会的共同生活の維持が困難になっている集落を指す。 

 
集落の自治機能の衰え～就業児童・未成年者の存在がなく独居老人とその予備

軍多くの病身者で消滅に向かう。 
限界自治体の最も近い例として「財政再建団体となった北海道夕張市」は市が

消滅するという切迫した課題 
準限界集落（５５歳以上の人口比率５０％超） 
限界集落を超えると「超限界集落」更に「消滅集落」へと向かう 

 
農水産省の調査（２００５年）  無住化危惧集落＝１，４０３ 

 
国交省の調査（２００６年～２００８年８月最終報告） 

過疎地域を抱える全国７７５市町村の内   ６２，２７３集落の状況 
 ６５歳以上の高齢者             ７，８７８集落（１２，７％） 
 機能維持困難                ２，９１７集落（ ４，７％） 
 １０年以内に消滅の可能性４２３集落いずれ消滅２，２２０集落 

＝２，６４３集落 

 
都市部の類似現象 
 東京都新宿区の戸山団地（大規模公営団地） 
 高齢者の入居集中、生活困難化による孤独死～共同体の崩壊・・・ 

 
限界集落の再生 
 事業化（宿泊・カフェ・レストラン・コミュニティ施設） 
 ～成功事例～  

篠山市「集落丸山」２００９年に取り組み開始、 
僅か３年で見違える程再生、住民自らが主体となって民宿を経営 

～ＮＰＯ法人化して運営、地域を活性化して若者を増やす取り組み 

 


